
 

 

 

 

 

                         

    

校長 光野
こ う の

 美香 

 夏休み中に映画「君たちはどう生きるか」を見ました。まだ鑑賞されてない方もいると思われるので、内容を細

かく書くことはできませんが、この映画の中で主人公の男の子が本を読んでボロボロ涙を流す場面があります。

その本が「君たちはどう生きるか」（吉野源三郎著）でした。映画を見終わった後、この本を読んでみたくなりま

した。１９３７年（昭和１２年）に刊行されたこの本を私はまだ読んでいなかったのです。 

 読み終わって私は深く感動しました。同時に、この本を読んでこなかったことを激しく後悔しました。本を読

むのは好きだったけれど、この本との出会いがなかったのか、それとも「説教じみた内容だろう」と勝手に思い

込んで読まなかったのか、今となっては分かりません。でも一つ言えることは、もしこの本を多感な子供時代に

読んでいたら、その後の私のものの見方、社会の認識、生き方・考え方が変わっていたかもしれないということ

です。 

 教員の立場で読み返してみますと、主人公のコペル君の素直さに感心します。身の回りの事象をじっと見つめ、

どうしてそうなるのか自分なりに考察する。困っている友達にはそっと手を差し伸べる。そして、いたずら好き。

子供は本来こういうものだろうと思いましたが、コペル君の素直さは、お母さんや叔父さん（お母さんの弟で大

学を出て間もない法学士）など、コペル君の周りにいる人たちが優しいから身に付いたのだと気付きました。 

 しかし、そんなコペル君にもこんなこともあるんだなと思う事件が起きます。コペル君は、いじめられている

友達を助けることができず、自分は卑怯者だと悩み、学校に行きたくないと心身とも衰弱していきます。しかし、

お母さんはそのことを責めるのではなく、自分の若い頃の失敗談を、優しく諭すように話します。叔父さんは、

やってしまったことは取り返しがつかないので、心から謝罪することが大切だと話します。まだ、子供から大人

への成長過程にあるコペル君を、どのように教え導くのか、二人ともしっかりした考え方をもっています。 

 二人に共通した思いは、「コペル君が立派な大人になること」です。それは、亡くなったお父さんの最期の願い

でもありました。 

 「どんなにつらいことでも、自分のしたことから生じた結果なら、堪え忍ぶ覚悟をしなくちゃいけないんだよ。

―過去のことは、もう何としても動かすことは出来ない。それよりか、現在のことを考えるんだ。」と叔父さんは

話します。お母さんも、「その後悔のおかげで、人間として肝心なことを、心にしみとおるようにして知れば、そ

の経験は無駄じゃあないんです。それから後の生活が、そのおかげで、前よりもずっとしっかりした、深みのあ

るものになるんです。」とコペル君に話します。二人とも、コペル君の心が傷ついていることを理解し、その傷口

を埋めるように、そして今後の生き方を示すように、言葉を選びながら話している様子がよくわかります。二人

とも決して他人のせいにしていないのです。 

 友達との仲がどうなったかは、ここでは伏せておきます。コペル君は、自分はどのように生きていくべきか、

少しずつ考えるようになりました。優しい人たちに囲まれ、まっすぐ前を向いて生きていくだろうと、私は想像

しました。 

  今、子供たちに求められている多様性への理解。ものの見方・考え方を重視して教育活動を行っていこうと、

校内の研修で教職員一同確認しました。多様なものの見方・考え方を身に付けさせるには、たくさんの人との交

流や体験学習、友達のいろいろな考え方を理解し、違いを認める学びが大切です。また、読書も主人公の体験や

考え方を疑似体験することができるので、そういった意味でも、読書の大切さを御理解いただけると思います。 

 多様なものの見方・考え方を身に付けさせるために、良質な本を読ませてあげましょう。そうすれば、「自分は

どう生きるか」真剣に考える子供に育つと思います。 
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８月１９日の PTA 親子除草に御協力いただきありがとうご

ざいました。当日は早朝にも関わらず、多くの保護者様、地

域の方に参加いただきました。夏休み中にすっかり伸びてし

まった雑草もきれいに取り除かれ、気持ちよく新学期がスタ

ートできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月２７日～２８日で日光に林間学校に行ってきました。

途中雨が降ることもありましたが、ハイキングやナイトハイ

ク、班別行動でお互いに助け合いながら行動することができ

ました。子供たちは、様々な集団行動や体験活動を通して、

たくさんのことを学び、一回りたくましく成長したようです。 

林間学校での成果と課題を生かして２学期以降の指導にあ

たり、より一層力を伸ばしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

日 曜 行事など 

29 火 第 2学期始業式 一斉下校 

３０ 水 身体測定（高、オ） 

３１ 木 身体測定（中） 

１ 金 給食開始 身体測定（低）  

２ 土 集会所学習会 礼羽地区体育祭準備 

３ 日 礼羽地区体育祭 8:15 

４ 月   

５ 火 
３年農業の講話 委員会活動 

教育相談日 

６ 水 推進長会議 鼓笛練習 

７ 木   

８ 金 ３年馬内作業所見学  

９ 土 第２回資源回収② 

10 日   

11 月  

12 火 クラブ活動 

13 水   

１4 木 運動会係打ち合わせ（６校時） 鼓笛練習 

１5 金 
運動会練習 敬老会準備 14:00～  

陸上・音楽会練習  ～16:10 

１6 土 加須西中体育祭 

１7 日  

１8 月 敬老の日 礼羽地区敬老会 

１9 火 
鼓笛練習 

陸上・音楽会練習  ～16:10 

20 水 陸上・音楽会練習  ～16:10 

21 木 運動会係打ち合わせ（６校時）  鼓笛練習 

２2 金 運動会練習 陸上・音楽会練習 ～16:10 

２3 土 秋分の日  

２4 日   

２5 月 鼓笛練習 

２6 火  

２7 水 鼓笛練習 

２8 木   

２9 金 
Ａ日課 運動会前日準備（１～４年：４時間 ５・６年：５時

間） 

30 土 ★礼羽小運動会（雨天時：10月 1日） 

の行事予定 PTA親子除草 

林間学校 

プレゼント 

小中陸上交流会 ６年生の希望者が２学

期に開催される加須市陸

上競技会に向けて中学生

との陸上交流会を行いま

した。短い練習時間でした

が、中学生に練習の仕方を

聞きながら、意欲的に参加

していました。 

礼羽女性会の方々が、素敵

な布で教室の CDラジカセのカ

バーとトイレットペーパーホ

ルダーを作ってくださいまし

た。ありがとうございました。 


